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研究要旨 
末期呼吸不全患者に対する肺移植は有効な治療法であるが、小児患者患者の場合、小児脳死ドナー数は極

めて少なく、生体肺移植が重要な救命法である。通常の生体肺移植では、大人の下葉を移植する。しかしな
がら、著明に胸腔の狭い小児患者には、大人の下葉は大きすぎる。そこで、生体肺区域移植手術を開発した。 

2009年 8月から 2021年 5月までに 6名の小児重症呼吸不全に生体区域切除を行った。原疾患は、造血
幹細胞移植後肺障害 4例、肺線維症 2例であった。下葉＋肺底区移植が 3例、肺底区＋S6区域移植が 3例
であり、人工心肺下に手術を施行した。1 例が手術関連死亡、1 例が術後 9 年目に白質脳症で死亡したが、
他の 4例は、9か月、10か月、1.3年、1.9年経過した現在生存中である。生体肺区域移植は、著明に胸腔
の狭い小児患者の救命法として有効である。 
 
A. 研究目的 
著明に胸腔の狭い小児患者には、大人の下葉は大きすぎる。そこで、生体肺区域移植手術を開発し、その

安全性と有効性を検討した。 
 
B. 研究方法 

2009年 8月から 2021年 5月までに 6名（男性 4例、女性 2例）の小児重症呼吸不全に生体区域切除を
行った。年齢は、4-15歳、身長は 95-125.2 cmであった。原疾患は、造血幹細胞移植後肺障害 4例、肺線
維症 2例であった。下葉＋肺底区移植が 3例、肺底区＋S6区域移植が 3例であり、人工心肺下に手術を施
行した。 
 
C. 研究結果 
合計 9区域グラフトが移植されたが、そのうち 7区域グラフトは、再灌流直後からよく機能した。反転し

て移植した S6区域グラフトは 2例あったが、いずれもうっ血をきたし、1例は摘出を余儀なくされ、もう 1
例は、緊急の血管形成が成功した。1例が手術関連死亡、1例が術後 9年目に白質脳症で死亡したが、他の
4例は、9か月、10か月、1.3年、1.9年経過した現在生存中である。 
 
E. 結論 
生体肺区域移植は、技術的には難しいが、著明に胸腔の狭い小児患者の救命法として有効な治療法である。 
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